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衆
議
院
議
員
首
藤
信
彦
君
提
出
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
の
適
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

岡
本
行
夫
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
（
以
下
「
岡
本
補
佐
官
」
と
い
う
。
）
は
、
イ
ラ
ク
に
係
る
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め

の
施
策
を
担
当
す
る
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
と
し
て
、こ
れ
ま
で
そ
の
職
責
を
十
全
に
果
た
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
十
月
に
政
府
が
イ
ラ
ク
に
お
い
て
実
施
し
た
イ
ラ
ク
北
部
の
セ
メ
ン
ト
工
場
の
復
興
の
可
能
性
に
関
す
る
調

査
（
以
下
「
本
件
調
査
」
と
い
う
。
）
に
係
る
御
指
摘
の
事
実
経
過
に
つ
い
て
も
、
実
情
は
、
連
合
暫
定
施
政
当
局
（
Ｃ
Ｐ

Ａ
）
か
ら
イ
ラ
ク
へ
の
専
門
家
派
遣
の
要
請
を
受
け
た
岡
本
補
佐
官
が
、
邦
人
に
対
す
る
退
避
勧
告
が
必
要
と
な
る
ほ
ど
治

安
情
勢
が
悪
化
し
民
間
企
業
等
か
ら
の
技
術
者
の
派
遣
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
状
況
の
中
で
、
当
該
要
請
に
速
や
か

に
こ
た
え
る
べ
く
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
に
専
門
家
派
遣
の
可
能
性
を
打
診
の
上
、
経
済
産
業
省
に
連
合
暫
定
施
政

当
局
か
ら
の
要
請
等
を
伝
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
セ
メ
ン
ト
製
造
業
者
で
あ
る
同
社
は
セ
メ
ン
ト
工
場
の
復
興

に
必
要
と
な
る
設
備
等
の
製
造
等
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
本
件
調
査
へ
の
協
力
は
直
接
同
社
の
事
業
に
結
び
つ
く
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
岡
本
補
佐
官
の
行
為
は
、
同
社
に
対
す
る
利
益
誘
導
を
目
的
と
す
る
公
務
員
と
し
て
の
中
立
性

を
欠
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一



ま
た
、
岡
本
補
佐
官
に
よ
る
同
社
へ
の
専
門
家
派
遣
の
可
能
性
の
打
診
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
第
一
項
の
秘
密
に
該
当
す
る
情
報
を
含
む
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
五
号
）
第
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
国
家
公
務
員
法

第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岡
本
補
佐
官
の
行
為
に
問
題
と
す
べ
き
点
は
な
く
、
岡
本
補
佐
官
に
は
、
今
後
と
も
イ
ラ
ク
の
復

興
に
つ
い
て
、
そ
の
知
見
を
い
か
し
て
職
責
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
の
記
事
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
経
過
を
指
摘
す
る
内
容
の
も
の
で
は
な
い

と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
出
張
に
つ
い
て
は
、
岡
本
補
佐
官
が
、
イ
ラ
ク
に
係
る
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
担
当
す
る
内
閣
総

理
大
臣
補
佐
官
と
し
て
、
連
合
暫
定
施
政
当
局
関
係
者
及
び
イ
ラ
ク
側
要
人
と
の
会
談
を
通
じ
て
イ
ラ
ク
国
内
の
政
治
及
び

治
安
の
状
況
と
経
済
支
援
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
日
程
等
に
つ
い
て
関
係
省
庁
と
調
整
の
上
、
内
閣
官

房
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
等
の
規
定
に
基
づ
く
所
要
の

二



手
続
を
経
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

岡
本
補
佐
官
は
、
こ
れ
ま
で
四
度
に
わ
た
り
イ
ラ
ク
を
訪
問
し
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
、
モ
ー
ス
ル
、
バ
ス
ラ
等
イ
ラ
ク
各
地
に

お
い
て
、
連
合
暫
定
施
政
当
局
を
始
め
、
イ
ラ
ク
統
治
評
議
会
、
地
域
の
評
議
会
、
発
電
所
、
水
処
理
施
設
、
病
院
、
学
校
、

工
場
、
連
合
軍
関
係
施
設
等
を
訪
問
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
の
社
員
（
以
下
「
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
社
社
員
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
五
年
九
月
二
十
四
日
に
経
済
産
業
省
に
お
い
て
経
済
産
業
省
調
査
員
と
し
て
採
用
し
、
ま
た
、
同
年
十
月
一
日
に
外
務
省

に
お
い
て
非
常
勤
職
員
と
し
て
併
任
し
た
上
で
、
両
省
の
職
員
と
し
て
本
件
調
査
の
た
め
イ
ラ
ク
に
派
遣
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

五
に
つ
い
て

本
件
調
査
の
適
切
な
実
施
の
た
め
に
は
高
度
な
専
門
的
能
力
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
専
門
的
能
力
を
有
す

る
者
と
し
て
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
社
社
員
を
選
定
し
、
経
済
産
業
省
及
び
外
務
省
の
職
員
と
し
て
派
遣
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

三



こ
の
よ
う
な
対
応
に
特
段
の
問
題
が
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

な
お
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
調
査
へ
の
協
力
は
直
接
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
の
事
業
に
結
び
つ
く

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

六
に
つ
い
て

本
件
調
査
に
つ
い
て
は
、
連
合
暫
定
施
政
当
局
か
ら
、
出
張
者
に
つ
い
て
厳
重
な
警
護
を
行
う
と
の
前
提
で
要
請
を
受
け

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
要
請
を
踏
ま
え
、
出
張
者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
判
断
の
下
に
、
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
社
社
員
を
経
済
産
業
省
及
び
外
務
省
の
職
員
と
し
て
派
遣
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
退
避
勧
告
と
の
関
係
で

問
題
が
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
及
び
外
務
省
の
職
員
と
し
て
派
遣
し
た
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
社
社
員
は
、
平
成
十
五
年
十
月
二
日
に
イ
ラ
ク
に

入
国
し
、
同
月
四
日
に
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
セ
メ
ン
ト
工
場
、
モ
ー
ス
ル
の
簡
易
精
油
所
及
び
キ
ル
ク
ー
ク
の
セ
メ
ン
ト
工
場
を

訪
問
し
、
同
月
五
日
に
イ
ラ
ク
を
出
国
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

四



お
尋
ね
の
「
外
国
企
業
（
日
本
法
人
を
含
む
）
」
が
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
株
式
会
社
岡
本

ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
外
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
及
び
当
該
法
人
が
資
本
の
過
半
を
出
資
し

て
設
立
し
た
我
が
国
の
法
人
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

五


